
昭和 38年度富士山夏季講習会報告
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11日干1138:" 8)J 8  11カトフ 11 I1 まで 4 11 HiJ、静岡県御殿H;J
ili氷原信土竹類植物園 C聞かれた講間会は、県外での研
究会であるふとや場所ヵ。良レ」となどの盟由で参加希望

I，:IJったことは、参加できな泊、っ
た人ノ円二( 主主ょとじお気の点であった。

、ては各閥均; 非常にはっきりして
おり、

戸街の金と <;:-j交じ、 1171，各地力、ら続類を集め 1 ;j余坪に
竹と1在、工ρ、り念集めた| 吐界1111，ーの柿物園です、 4 の;山ま
れ7ニ内j場i9iを教' ぶと Lて; 蒋利公を附く ιとじなった」と

とL 、ろ! 日じです
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第 1 日(8月8日〉の記録
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台風の影響で祭はとんよりと L てう〉とう L ，、天気で
あったυ71r!jo30分信士山姥を 11折して50名のおカ干( j 舎を

の
ところである 311寺頃ここでノ、スを乗りかえ狩休に1('J iJ'

その肌の色は火111版、溶岩のためよ1 ，¥ 補色になってL 、る
をパスにゆられて、主まって L 、くとまわりにアカマツ林が
ぽつぽつ見られる。アカマア以外にはオオカメノキ、ノ
リウツギ、ハギ類、ヤマウノレ" / 、ヤマフトウ、アレチマ
ツヨイ、イタト 1) 、フンアザミ、ヤグルマソウ、 f ツノ、
ヒヨドリ、ホゾエノアザ、などの低木、草木植物力よく
茂ってL 、る。しばらくし、くとアカマツもなくなりツカに
なるバ 15分ほどすると草原もなくなり、やがて高木帯と
L  、うか、うっそうと L た林の中に入ってきた i 車窓ヵ、ら
ちらつとはたものをあげると. ウランロモ、、カマツカ、
ヤマパンノキ、 i ズブラ、ス] 、ウラン/ ロノ寺、マメザ
クヲ、イボタヒョウタンオ、夕、オオカメノキ、ハグサン
オ ナェ、/ 、夕、ケフキ、メイゲツソウ、オシタなとが日に
つした向上を出て30分もすると、 1'，j:休 (ifa抜 1，500川
ぐら L、) に者L 、たここのあたりになるとカラマ Y 、コメ

-24日一

ユ一口ー

第 2 日(8月9日〉富士山麓採集記
同 英

'r 後 1
4宇進二会長のあl ' さつ泊} あり、司王井伸先'1'，の植物関につ
L  
'J 1続L、て園内見学 1'!;.; 1"富二j二

竹類栴物属を見る! の小1m子を配布され、↓れを手引に
閣内をまわった。数:;rliij(ι値物| 笥であったとこるヵ、ら
この新らしL 所へ移転されてま力、なL 、4 とと、一部移転
の終ってL、なし、ものもあるそうであるが、繋然と並んで
L る竹を次々みて感じる 4 とは、竹は木の{"I'聞か草の科l

r，:]かと L 、うことである 宅一片先生は科カ 6木質で、枝先き
力、毎午少しずつ伸長するので木の仲間であるとL 、ってL 、
ます。
植物園でti'N例の採集許"fで、 11木9-'の竹や侠を一挙

に採集してIIH乱i 入れた先吐 }jが大変多カミったυ 私も36
陪の標本を完成した方、ニのNtの分類・研究のきっカゐけ
(i{r+' つ々きにく L 、だけに有意義な見学であったL

主も l
のは残念であったー
このあと J ぐJi くの風穴を見学r 夕食後は懇談会を聞

きなこへコカなーrr!iをすご Lた 会141提供やその他L ろL

L  、:P1来れはJ i ' C ¥ に入れなヵ、った希望の先生方に、次年
度にふの会場をあてカ白って頂ける l二とを切にお願L、する



ァヵーが日だってくるー渡辺先生を講師に迎えて、ここカ a

ら一[1-1御批判I社( 海抜 2，000111)  までの採集が始まったn

し泊、し、途仁1-'で大) 討に会ってーl 1!jH休まで引き泊、えし
た I日がおさ主 "(1'¥御Hk?ljJ社へli'jtJ、う〆ノレープと馬返
ヘドるグノレーソιはは三|ー与く、らし、l.:j)lj!J'れたω 林じ入っ

にいたるすべての隣府にわたって1 ' 1 111にのびのびと繁茂
L てし fふ，1，御j:kfljl者l:!J らI'，':jllt 100 III ほとあカ 1ってし、つ
にりそうすると; ，':i*/J、tc く '1"1 本{ 耐え! とカラマ人什i Iふ
LI につん カラマアの校均、一一} jf':/J ，L よってL 、たの泊、印
象的であったコ，iitよく緋¥iJ!fのII:Jt裂が附け満足した。7 : 1 ' 1 -
二分に採集をし新i五合 11カ泊らノ: スでごとごとゆられなヵ、
ら無事下 111 L たーこの'1'で筆者の 11につL たもの、採集
したものを書きあげてみる、
ハグサンオ: ナェ、/ 、ウラ j ロノキ、カニコウモリ、
コウモリソウ、シナノキ、 シロノくナヘヒイ千コ¥ フジテ
ンニンソウ、オオ〆: マユ i 、イワアカパナ ノ、ナイカリ
ソウ フゾアカショウマ : ヤマセンキュウ i ヤマシ
シウト、、ノオ j 、ノリウツギ、ヤマトリカフト、シラベ、
オオイタヤメイゲツ、イタヤカエデ、ヤマハンノキ. フ
ジノ力リヤス、カリヤスモドキ、フゾザクラ、マイスノレ
ソウ、イ，十、タヒョウタンボク、 Y ハメオモト、オオカメ
ノキ、クルマハックハ干ソウ‘サラサドウダン、 ミヤマ
イボ夕、フ j オトギリ、ザリコミ、クマイチコ、イ '7セ
ントウソウ、ヤノ、スノ、ン/ キ‘担チココメクサ、メイゲ
ソゾウ、タケカン F ¥ コブヲハラン、シオカマギ夕、ナ
ナカマト、タ力不イノ、ラ、ヤ r、ズヒコタイ、キオン、コ
イチヤクソウ、ンンヨウイ千ヤクソウ、タケン/ マラン、
ハクサ/ ンノャクブゲ、 カモメヲン、キゾチトリ、ギレノリ

ョヴソウ、ツマトリソウ、イワオウ 4三コケモモ、ムラ
サキモメンツノレ、オンタテ、カラマツ、フンノ、 F ザオ、

、ネヤナギ以上u

富士山での蝶採集
是枝哲士

市士山での採集は初めてで、とのような約知に会 L る
か、楽しみにして参加したのですか、天候に:Iil(まれず、
(I/i泊、4r'e しか採集できず残念で Lt.: Lカ.L 、そのうち
のキベリタテノ、とウヲギンヒョウモンの 2匹は、私のH
ってL 、るtiけ正のイ'I'II¥Hこニューフェースとして、加えるこ
とカ: できたので、なにとっては古ー義ある採集会で L たへ
'iNヂ干付近では、アゲノ¥ キアゲノ¥ ジャコウアゲノ¥
クロアゲ円、カラスアゲノ¥ ヒカゲチョウ、ンヤノメチ
ョウなとの姿を見ましたが、この辺りは数、種類ともに
少なくないようでした。
9  FI ‘植物採集者の方々とともに新五合めまで登りま

したが、台風 9号による余波のため、 1我雨で天気悪く、
スジクロチョウ、ヤマキチョウ、ウラギンヒョウモンな
ど!J.数匹飛来 L 、ス j グロ千三ウとウラギンヒョウモン

各 l匹を採集。
10目、悪天候のため採集できずc
12日、富士登山 Lての帰り、新五fiめ付近の111道で、

キベリタテハとアサギマタラを採集 新五合めより砂走
口までの主主111 ，、スの巾カ iら、クロアゲノ、、アゲノ¥ カラ
スアゲノ¥ ノレリィ日テノ¥ アカタテノ¥ ア→ナキマダラ、ヤ
マキチョウなとの姿を度々はることができたので、採耳、
II !J、l情天だったら、カ aなり¥，./コL 、ろのものカJ采集できた

¥， ，ます J
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